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第一団地三世代子どもまつり

　
７
月
19
日

（
日
）午
後
３

時
よ
り
、
第

一
団
地
で
は
、

P
T
A
と
、自
治

会
共
催
で
、自
治
会

集
会
室
前
芝
生
広
場
に
て

『
お
楽
し
み
子
ど
も
ま
つ
り
』

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
阿
波
根
P
T
A
会
長
の
防
災
に
関
す
る
お
話

か
ら
始
ま
り
、
備
蓄
米
を
利
用
し
て
の
炊
き
出
し

と
「
た
く
さ
ん
の
お
菓
子
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
ゲ
ー

ム
」、
か
き
氷
、
チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
に
ぎ

や
か
に
、お
楽
し
み
会
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
各
々
の
備
蓄
米（
レ
ト
ル
ト
ア
ル
フ
ァ
米
）に
水
を
注
ぎ
、
か
き
混
ぜ
て
待
つ

事
１
時
間
余
。白
い
ご
は
ん
が
出
来
た
と
こ
ろ
で
、
世
話
人
の
役
員
や
理
事
さ
ん

手
作
り
の
カ
レ
ー
ル
ー
を
か
け
て
、
い
ざ
実
食
。災
害
時
の
食
事
に
つ
い
て
考
え

な
が
ら
、お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
お
待
ち
か
ね
の
ピ
エ
ロ
の
コ
ト
ラ
さ
ん
に
よ
る
、
ふ
う
せ
ん
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
子
ど
も
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
!! 

そ
の
頃
に
は
、10
名
程
の
大

人
の
見
学
や
参
加
者
も
、
ベ
ン
チ
に
て
見
守
り
、
総
勢
35
名
余
の
参
加
者
に

な
っ
て
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。コ
ト
ラ
さ
ん
の
ふ
う
せ
ん
犬
（
プ
ー

ド
ル
）
や
ハ
ー
ト
型
か
ざ
り
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。最
後
に
参

加
者
全
員
で
ふ
う
せ
ん
ネ
ズ
ミ
を
作
り
、
そ
れ
を
飛
ば
し
て
さ
ら
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
コ
ト
ラ
シ
ョ
ー
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
!! 

コ
ト
ラ
さ
ん
が
特
別
に

作
っ
た
ふ
う
せ
ん
ボ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ジ
ャ
ン

ケ
ン
で
勝
ち
上
が
っ
た
こ
ど
も
さ
ん
１
名
と
団
地
の
90
歳
の
お
ば
ー
の
対
戦
は
、

な
ん
と
お
ば
ー
に
軍
配
が
!!（
ふ
う
せ
ん
を
ひ
孫

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
大
喜
び
で
し
た
）
今
回
は

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
、
団
地
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

い
た
だ
き
楽
し
ん
で
も
ら
え
て
、
と
て
も
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
に
、P
T
A
・
こ
ど
も
会
と
団
地
自

治
会
が
活
発
に
な
る
様
に
一
致
団
結
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

【
記
事
・
写
真
提
供
】 

第
一
団
地
自
治
会 

大
田 

惠
美
子
自
治
会
長

　南風原町母子寡婦福祉会は沖縄県農業協同組合（以下JA）（南風原支店・くがに市場）様よりお米５万円
分の寄贈を受けました。8/18（火）、くがに市場において精米贈呈式が行われ、参加した19世帯がJA南風
原支店大城学支店長様より精米の寄贈を受けました。JA様によるこの取組みは、ひとり親家庭の皆さま
へ精米を寄贈し、家庭生活の安定や子どもたちが安心して食事をと
れる環境づくりに寄与することを目的に行われているものです。大
城学支店長は「おいしいお米を召し上がって元気にお過ごしくださ
い。」とご挨拶がありました。城間綾乃町母子寡婦福祉会会長は「たく
さんの精米をいただきありがとうございます。皆さまの心温まる応
援に会員一同大変感謝しております。私達も会活動の充実を図ると
共に、地域を良くする活動にも取り組んでいきたいです。」と感謝の
ことばを述べられました。

～精米を寄贈いただきました~JAおきなわ様より町母子寡婦福祉会へ精米寄贈

南風原町母子寡婦福祉会会員のみなさんと
JA南風原支店大城支店長（右端）
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　8月13日(木)に、南風原町に住む中学生高校
生を対象とした「10代のボランティア研修会」
が開催されました。この研修会は「ボランティ
ア体験活動を通して人と人との絆の大切さを
肌で感じ、自らできることを探求してもらい、
共に生きる福祉のまちづくりを推進する」こと
を目的に開催し、16名の生徒が参加しました。
　手話講座について、講師は當眞桃子先生、與
那嶺恵美子先生です。耳の聞こえない方聞こえ
づらい方が、社会生活の中で不便を感じること
等を伺い、不便さを減らす、無くすにはどうし
たらいいか、共に生きる私達ができることを考
えました。聴覚障害者の方と会話する時、手話、
筆談、スマホやタブレットで音声アプリを使う
など様々な方法があります。當眞先生は「大事
なのは『伝えたい、伝えようとする気持ち』です。
皆さんもいろんな方法で伝えてください。」と
話してくれました。與那嶺先生から手話通訳士
や通訳者がまだまだ少ない現実を話して頂き、
手話通訳という職業に興味をもった受講生も
いました。教えてもらった手話を使って受講生
同士が自己紹介を行い、伝えあうことを楽しん
でいました。
　ブラインドサッカーチーム琉球Agachiの皆
さんのご指導によりブラインドサッカー体験
を行いました。アイスブレイク「サイレント
ネームライン」を行いました。これは一切声を
出さずに、参加者の名前の五十音順で1列に並
ぶというものです。午前中に教わった手話を
使ったり口の動きで伝え合い制限時間内に輪
になりました。次にアイスブレイク「チームで
集まれ！」は、全員がアイマスクをしてビブス
の色ごとにチームになろうというものです。自

分が付けているビブスの色を大きな声で伝え、
その声を頼りに同じ色のビブスをつけた仲間
が集まっていました。このアイスブレイクの後
「見えない状態で協力するときの工夫」につい
て、考えたことを話しあいました。ブラインド
サッカー体験は、様々な方法で「仲間にパスで
ボールをつなぎ、シュートする」までを体験し
ました。ブラインドサッカー体験を通して
「ボールの位置を知らせる、コミュニケーショ
ンの大切さ」を学びました。伝えることの難し
さや工夫して伝わるようになった時の喜びを
受講生みんなで共有し、ブラインドサッカーの
楽しさを味わいました。
　サッカーチームの屋良景斗さんは、ブライン
ドサッカーの試合で、視覚障がいの方がとても
上手にボールをドリブルしパスするのを見て、
無限の可能性を感じ、これまでの価値感が変化
した経験をお話されました。何が必要か相手の
声をよく聞いて一緒に考える、これが必要な人
に必要な物ごとを届ける『ボランティア』活動
の土台ではないかとお話されました。
　地域や社会の様々な課題を「自分事」として
とらえ、主体的に関わっていく姿勢が育つこと
を目指してこれからも取組みます。

< 當眞桃子先生のお話を聞いての感想、気づいたこと等 >
〇先生の体験談を聞いて、聞こえないことが問題なのではなくて、一番は「情報が届かない」ことが困り
たいへんだと知りました。「気づく」、「行動する」、「一緒に」の３つを大切にして生活していきたいです。
〇身近には聞こえない人に配慮されていないことも多いとわかったから、耳が聞こえない人との会話は、
空書とか筆談とかいろんな方法で会話できることを教えて、聞こえない人との会話は難しいことじゃない
という事を広めたい。

< ブラインドサッカー体験をしての感想 >
〇ふつうのサッカーとブラインドサッカーは特徴が全然違っていて、ブラインドサッカー選手は本当に
すごいと思います。集中力とチームプレーがとても大事なので、良いスポーツだと思いました。
〇目隠しをしてサッカーをするというのは新鮮で、とても難しかったし、その分シュートやパスができた時
はとてもうれしかったです。
〇アイマスクをして意外と音の方向は分かったけど距離感がつかめなくて難しかった。でも声かけの工夫
があるとやりやすさが全然違い、感動した。改めていろんな助け合いは大事だなと感じた。あとめっちゃ
楽しかったです。

生
徒
の
感
想

１０代の
ボランティア研修会

ブラインドサッカー体験の様子

手話講座の様子

や       ら      けい      と

※ くう    しょ

※空書とは、筆記用具を使わずに空中に指や手で文字や形を描く行為の事です。

　令和8年7月23日（木）サザンヒルにて「町老連第23回ボウリング大
会」が開催され、会員109名が参加しました。85歳以上の会員が5名参加
され「ちゃーがんじゅう賞」を受賞しました。
　今大会では、与那覇健寿会の健闘が目立ち、チーム優勝、女性の部1位
～3位まで独占した結果となりました。特に砂川美知子さんは、2連覇と
好成績となりました。後日、インタビューしました。本人いわく「ボウリングは、第一の趣味です。三度のめしよ
り好きで楽しく生きがいを感じます。また、週一でリーグに参加してます」とのコメントを頂きました。老人クラ
ブ会員の良いお手本だとおもいました。大会結果は下記の通りです。

大会結果【 敬 称 略 】
ちゃーがんじゅう賞（85歳以上）
赤 嶺 幸 雄 （宮平福寿会87歳）
小 嶺 長 三 （新川89歳）
島 袋 光 子 （新川90歳）
松 元 　 稔 （新川85歳）
仲 村 清 光 （兼本ハイツ92歳）

優勝 与那覇健寿会A
★チーム★

城 間 勝 則 ／ 砂 川 美 知 子
嵩 西 和 美 ／ 屋 嘉 部 　 勉

2位 津嘉山老人会A 大 城 弘 明 ／ 大 城 正 廣
亀 谷 長 英 ／ 金 城 重 光

3位 兼 城 兼 翔 会 A 嘉 手 苅 盛 雄 ／ 藤 原 洋 子
嘉 手 苅 恵 美 子 ／ 仲 本 政 秋

令和8年度町老連第23回ボウリング大会

与那覇健寿会Aがチーム優勝

2ゲーム
スコア合計

優勝 358
334
312

順位 氏 名
大 城 弘 明

２位 大 城 正 廣
３位 嘉 手 苅 盛 雄

（津 嘉 山）
（津 嘉 山）
（ 兼 城 ）

★個人（男性）★
2ゲーム
スコア合計

砂 川 美 知 子
嵩 西 和 美
新 垣 和 子

（与 那 覇）
（与 那 覇）
（与 那 覇）

優勝 364
358
333

順位 氏 名

２位
３位

★個人（女性）★

　令和8年8月20日（木）サザンヒルにて第13回南部地区・那覇地区老人クラブボウリング大会が開催されま
した。和気あいあいと盛り上がった雰囲気の中で行われました。
　南風原町老人クラブは、男性10名、女性10名の総勢20名が派遣されました。下記の通りの結果となりました。

第13回 南部地区・那覇地区老人クラブボウリング大会

2ゲーム
スコア合計

2ゲーム
スコア合計

優勝 406
392
387

順位 氏 名
伊 集 守 和

２位 宜 保 直 弘
３位 金 城 重 光

（八 重 瀬）
（豊 見 城）
（南 風 原）

嘉手苅 美恵子
當 間 喜 代 子
諸 見 里 節 子

（南 風 原）
（ 那 覇 ）
（八 重 瀬）

男性の部【敬称略】

優勝 388
349
349

順位 氏 名

２位
３位

女性の部【敬称略】

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

チーム優勝

女性の部 個人三位（与那覇健寿会）

ちゃーがんじゅう賞

女性の部 個人準優勝（与那覇健寿会）

男性の部 個人3位（兼城兼翔会）

チーム準優勝 津嘉山老人会A

チーム3位 兼城兼翔会A

男性の部 個人優勝
（津嘉山老人会）

女性の部 個人優勝
（与那覇健寿会）
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　8月13日(木)に、南風原町に住む中学生高校
生を対象とした「10代のボランティア研修会」
が開催されました。この研修会は「ボランティ
ア体験活動を通して人と人との絆の大切さを
肌で感じ、自らできることを探求してもらい、
共に生きる福祉のまちづくりを推進する」こと
を目的に開催し、16名の生徒が参加しました。
　手話講座について、講師は當眞桃子先生、與
那嶺恵美子先生です。耳の聞こえない方聞こえ
づらい方が、社会生活の中で不便を感じること
等を伺い、不便さを減らす、無くすにはどうし
たらいいか、共に生きる私達ができることを考
えました。聴覚障害者の方と会話する時、手話、
筆談、スマホやタブレットで音声アプリを使う
など様々な方法があります。當眞先生は「大事
なのは『伝えたい、伝えようとする気持ち』です。
皆さんもいろんな方法で伝えてください。」と
話してくれました。與那嶺先生から手話通訳士
や通訳者がまだまだ少ない現実を話して頂き、
手話通訳という職業に興味をもった受講生も
いました。教えてもらった手話を使って受講生
同士が自己紹介を行い、伝えあうことを楽しん
でいました。
　ブラインドサッカーチーム琉球Agachiの皆
さんのご指導によりブラインドサッカー体験
を行いました。アイスブレイク「サイレント
ネームライン」を行いました。これは一切声を
出さずに、参加者の名前の五十音順で1列に並
ぶというものです。午前中に教わった手話を
使ったり口の動きで伝え合い制限時間内に輪
になりました。次にアイスブレイク「チームで
集まれ！」は、全員がアイマスクをしてビブス
の色ごとにチームになろうというものです。自

分が付けているビブスの色を大きな声で伝え、
その声を頼りに同じ色のビブスをつけた仲間
が集まっていました。このアイスブレイクの後
「見えない状態で協力するときの工夫」につい
て、考えたことを話しあいました。ブラインド
サッカー体験は、様々な方法で「仲間にパスで
ボールをつなぎ、シュートする」までを体験し
ました。ブラインドサッカー体験を通して
「ボールの位置を知らせる、コミュニケーショ
ンの大切さ」を学びました。伝えることの難し
さや工夫して伝わるようになった時の喜びを
受講生みんなで共有し、ブラインドサッカーの
楽しさを味わいました。
　サッカーチームの屋良景斗さんは、ブライン
ドサッカーの試合で、視覚障がいの方がとても
上手にボールをドリブルしパスするのを見て、
無限の可能性を感じ、これまでの価値感が変化
した経験をお話されました。何が必要か相手の
声をよく聞いて一緒に考える、これが必要な人
に必要な物ごとを届ける『ボランティア』活動
の土台ではないかとお話されました。
　地域や社会の様々な課題を「自分事」として
とらえ、主体的に関わっていく姿勢が育つこと
を目指してこれからも取組みます。

< 當眞桃子先生のお話を聞いての感想、気づいたこと等 >
〇先生の体験談を聞いて、聞こえないことが問題なのではなくて、一番は「情報が届かない」ことが困り
たいへんだと知りました。「気づく」、「行動する」、「一緒に」の３つを大切にして生活していきたいです。
〇身近には聞こえない人に配慮されていないことも多いとわかったから、耳が聞こえない人との会話は、
空書とか筆談とかいろんな方法で会話できることを教えて、聞こえない人との会話は難しいことじゃない
という事を広めたい。

< ブラインドサッカー体験をしての感想 >
〇ふつうのサッカーとブラインドサッカーは特徴が全然違っていて、ブラインドサッカー選手は本当に
すごいと思います。集中力とチームプレーがとても大事なので、良いスポーツだと思いました。
〇目隠しをしてサッカーをするというのは新鮮で、とても難しかったし、その分シュートやパスができた時
はとてもうれしかったです。
〇アイマスクをして意外と音の方向は分かったけど距離感がつかめなくて難しかった。でも声かけの工夫
があるとやりやすさが全然違い、感動した。改めていろんな助け合いは大事だなと感じた。あとめっちゃ
楽しかったです。

生
徒
の
感
想

１０代の
ボランティア研修会

ブラインドサッカー体験の様子

手話講座の様子

や       ら      けい      と

※ くう    しょ

※空書とは、筆記用具を使わずに空中に指や手で文字や形を描く行為の事です。

　令和8年7月23日（木）サザンヒルにて「町老連第23回ボウリング大
会」が開催され、会員109名が参加しました。85歳以上の会員が5名参加
され「ちゃーがんじゅう賞」を受賞しました。
　今大会では、与那覇健寿会の健闘が目立ち、チーム優勝、女性の部1位
～3位まで独占した結果となりました。特に砂川美知子さんは、2連覇と
好成績となりました。後日、インタビューしました。本人いわく「ボウリングは、第一の趣味です。三度のめしよ
り好きで楽しく生きがいを感じます。また、週一でリーグに参加してます」とのコメントを頂きました。老人クラ
ブ会員の良いお手本だとおもいました。大会結果は下記の通りです。

大会結果【 敬 称 略 】
ちゃーがんじゅう賞（85歳以上）
赤 嶺 幸 雄 （宮平福寿会87歳）
小 嶺 長 三 （新川89歳）
島 袋 光 子 （新川90歳）
松 元 　 稔 （新川85歳）
仲 村 清 光 （兼本ハイツ92歳）

優勝 与那覇健寿会A
★チーム★

城 間 勝 則 ／ 砂 川 美 知 子
嵩 西 和 美 ／ 屋 嘉 部 　 勉

2位 津嘉山老人会A 大 城 弘 明 ／ 大 城 正 廣
亀 谷 長 英 ／ 金 城 重 光

3位 兼 城 兼 翔 会 A 嘉 手 苅 盛 雄 ／ 藤 原 洋 子
嘉 手 苅 恵 美 子 ／ 仲 本 政 秋

令和8年度町老連第23回ボウリング大会

与那覇健寿会Aがチーム優勝

2ゲーム
スコア合計

優勝 358
334
312

順位 氏 名
大 城 弘 明

２位 大 城 正 廣
３位 嘉 手 苅 盛 雄

（津 嘉 山）
（津 嘉 山）
（ 兼 城 ）

★個人（男性）★
2ゲーム
スコア合計

砂 川 美 知 子
嵩 西 和 美
新 垣 和 子

（与 那 覇）
（与 那 覇）
（与 那 覇）

優勝 364
358
333

順位 氏 名

２位
３位

★個人（女性）★

　令和8年8月20日（木）サザンヒルにて第13回南部地区・那覇地区老人クラブボウリング大会が開催されま
した。和気あいあいと盛り上がった雰囲気の中で行われました。
　南風原町老人クラブは、男性10名、女性10名の総勢20名が派遣されました。下記の通りの結果となりました。

第13回 南部地区・那覇地区老人クラブボウリング大会

2ゲーム
スコア合計

2ゲーム
スコア合計

優勝 406
392
387

順位 氏 名
伊 集 守 和

２位 宜 保 直 弘
３位 金 城 重 光

（八 重 瀬）
（豊 見 城）
（南 風 原）

嘉手苅 美恵子
當 間 喜 代 子
諸 見 里 節 子

（南 風 原）
（ 那 覇 ）
（八 重 瀬）

男性の部【敬称略】

優勝 388
349
349

順位 氏 名

２位
３位

女性の部【敬称略】

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

チーム優勝

女性の部 個人三位（与那覇健寿会）

ちゃーがんじゅう賞

女性の部 個人準優勝（与那覇健寿会）

男性の部 個人3位（兼城兼翔会）

チーム準優勝 津嘉山老人会A

チーム3位 兼城兼翔会A

男性の部 個人優勝
（津嘉山老人会）

女性の部 個人優勝
（与那覇健寿会）
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対象者●町内在住または町内にお勤めで、ボランティアに興味があり手話を初めて学ぶ方
内　容●手話入門
期　間●令和9年1月1５日（金）～2月1２日（金）【毎週金曜日（全5回）】
時　間●午後6時30分～午後8時30分
場　所●ちむぐくる館　会議室３
講　師●當眞 桃子 氏　
　　　　與那嶺 恵美子 氏（講師兼通訳）
定　員●15人程度
受講料● 無料

　令和８年９月１６日（水）に行われた令和８年度赤い羽根共同募金会感謝の
集いにおいて、南風原町共同募金委員会は、「優良市町村共同募金委員会」と
して表彰をいただきました。これは、募金運動で集まった募金が30年連続目標
金額に達成したことによるものです。
　これまで南風原町共同募金委員会にご寄付下さった皆さま、たいへんあり
がとうございました。また、地域奉仕員の皆さまには、共に募金活動に取組んで
下さり感謝申し上げます。これからも南風原町共同募金委員会は、南風原町の地域福祉推進を目指して、
地域の皆さまと取組んでまいります。ますますのご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い致します。

　手話を学ぶことにより聴覚障がい者とのコミュニケーション及び障がい者福祉
への理解を深め、手話ボランティア活動の振興を図ることを目的に開催します。

～南風原町共同募金委員会が表彰を受けました～

令和８年度 手話ボランティア養成講座

【お問い合わせ】 南風原町社会福祉協議会　Tel. 098-889-3213（担当:山川）

申込締切

令和8年

12月11日
（金）
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　高齢者・障がい（児）者の相談、福祉制度の利用、経済的なこと、家族のこと、仕事のこと、医
療費、借金に関すること、財産問題、法律問題、その他、どんなことでも気軽にご相談ください。
　地域担当コミュニティーソーシャルワーカーが問題解決に向けてお手伝いし
ます。ご相談内容によっては関係する機関へお繋ぎする場合があります。
お住まいの字自治会以外の場所でも相談できます。
定例日が年末年始、祝日等になる場合は休止･日程変更になる場合があります。
電話相談も対応しておりますので、南風原町社会福祉協議会にご連絡ください。

【お問い合わせ】 コミュニティーソーシャルワーカー　Tel. 098-889-3213

困ったときの移動相談所！

時 間
10時～12時
10時～12時
14時～16時
10時～12時
14時～16時

14時～16時

14時～16時
13時半～15半
14時～16時
10時～12時
10時～12時
10時～12時
暫く休み

13時半～15時半
14時～16時
14時～16時
10時～12時

定 例 日
第３火曜日
第２水曜日
第４金曜日
第２金曜日
第２火曜日

第３金曜日

第３月曜日
第１火曜日
第４木曜日
第２水曜日
第１水曜日
第２月曜日

―
第３木曜日
第３金曜日
第１火曜日
第２木曜日

11月
20 日
11日
27日
13日
10日

20日

16日
10日
26日
11日
4日
9日
―
19日
20日
10日
12日

12 月
18 日
9日
25日
11日
8日

18日

21日
1日
24日
9日
2日
7日
―
17日
18日
1日
10日

相談場所
与那覇コミュニティーセンター
宮城構造改善センター
大名公民館
新川コミュニティーセンター
東新川災害時避難施設
なーでぇらシーサー館
（宮平獅子舞・伝統芸能保存継承資料館）
北丘ハイツ集会所
兼城公民館
本部公民館
喜屋武集落センター
照屋農村コミュニティーセンター
津嘉山地域振興資料館
山川集落センター
神里構造改善センター
第一団地集会所
第二団地集会所
兼本ハイツ集会所

＜令和8年 11月・12月 予定表＞

あなたの身近な地域で
「移動相談所」を
実施しています！

　令和8年9月15日（火）午前9時～10時30分、社会奉仕活動の
一環で小学校・中学校の通学路の清掃を町老人クラブ連合会の
会員で行いました。日頃より町内の見守りパトロールとして児童・
生徒の登下校の安全確保を行っています。
　17単位クラブから3名程度、参加を募りました。単位クラブで
多いところでは、8名の参加もあり、約60名で行いました。
　ペットボトル、空き缶、燃えるゴミが多く、電球やガラスなどの
危険物もありました。回収したゴミを皆で協力し分別を行い、町
役場の協力で不法投棄ゴミとして処理して頂きました。軽トラック
1台分のゴミが集まりました。
　参加した会員の方々は、年々、暑さが増す中、熱中症に注意しな
がら今年も社会奉仕活動に寄与できたことに喜びを感じている
様子でした。今後も、この活動を継続していきたいと思いました。

南風原町老連 社会奉仕活動 通学路を
　　きれいに！

予約不要
相談無料
秘密厳守

集合写真②集合写真①

集合写真④集合写真③

軽トラック1台分のごみごみ分別の様子
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人生100年時代
豊かに健康でエンジョイライフ

笑いのびっくりパワー10認知症予防と笑いヨガ

❶ 認知症にならない為の15ヶ条
❷ 笑いヨガの効能
❸ 笑いヨガを生活習慣に取り入れる方法

プログラム内容

●動きやすい服装　●飲み物
服装・持ち物

2026年12月4日（金） 午後3時30分～午後4時30分

南風原町社会福祉協議会 【担当：宮城 正和】

氏 名 人 数 名

ちむぐくる館ホール     〒901-1104 南風原町字宮平697-10

日 時

場 所

60歳以上の方対 象

お申込み

2026年

11月26日（木）
17時まで

締 切40名
（要申込／先着順）

定 員

連絡先

国際認定ラフターヨガアンバサダー
講師 嘉数 世利子 氏
認知症ケア専門士

TEL 889-3213  FAX 889-6269
【平日 9:00～17:00】　お電話か FAX で申込みお願いします。

参加
無料

南風原町役場 地域包括支援センター
TEL：098-889-3534

南風原町在宅介護支援センター
TEL：098-889-3502

南風原町役場 地域包括支援センター
TEL：098-889-3534

南風原町在宅介護支援センター
TEL：098-889-3502

　“介護について理解と認識を深め、介護従事者、介護サービス利用者及び介護家族を
支援するとともに、利用者、家族、介護従事者、それらを取り巻く地域社会における支え
合いや交流を促進する観点から、高齢者や障がい者などに対する介護に関し、国民への
啓発を重点的に実施するための日”として、「11月11日」を「介護の日」としています。

※厚生労働省HPより引用
　南風原町でも、「介護の日」にちなんでイベントなどを行います。また、介護等について
の理解と認識を深めるため、年に4回家族介護教室を実施したり、家族介護者の会（にじ
の会）では、毎月ゆんたくを兼ねた情報交換会を行っています。

お問い合わせ
日時：11月13日（金）～11月30日（月）
場所：イオン南風原店1F

ベスト電器側通路（イベントスペース後ろ）
内容：介護の日パネル展

日時：11月13日（金）～11月30日（月）
場所：イオン南風原店1F

ベスト電器側通路（イベントスペース後ろ）
内容：介護の日パネル展

　南風原町介護者の会『にじの会』は、在宅で安心して介護が続けられることを目的に、平成10年
12月17日に結成され、介護教室・交流会・ピクニックや宿泊研修（一泊）を実施し会員間の交流
を深めています。同じように在宅で介護されている方たちと知り合いになることで少しでも皆
さんから元気やヒントがもらえたら…という思いから、毎月第3水曜日の10：00～12：00なか
ゆくいの場として茶処「かなさ」をちむぐくる館にて開催しています。

11月11日は
介護の日

南風原町介護者の会　にじの会
年会費：1,

000円

お気軽にご参加ください♪

介護の日パネル
展

【お問い合わせ】 南風原町在宅介護支援センター （町社協内）
Tel. 098-889-3502 （担当：照屋・糸数）
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人生100年時代
豊かに健康でエンジョイライフ

笑いのびっくりパワー10認知症予防と笑いヨガ

❶ 認知症にならない為の15ヶ条
❷ 笑いヨガの効能
❸ 笑いヨガを生活習慣に取り入れる方法

プログラム内容

●動きやすい服装　●飲み物
服装・持ち物

2026年12月4日（金） 午後3時30分～午後4時30分

南風原町社会福祉協議会 【担当：宮城 正和】

氏 名 人 数 名

ちむぐくる館ホール     〒901-1104 南風原町字宮平697-10

日 時

場 所

60歳以上の方対 象

お申込み

2026年

11月26日（木）
17時まで

締 切40名
（要申込／先着順）

定 員

連絡先

国際認定ラフターヨガアンバサダー
講師 嘉数 世利子 氏
認知症ケア専門士

TEL 889-3213  FAX 889-6269
【平日 9:00～17:00】　お電話か FAX で申込みお願いします。

参加
無料

南風原町役場 地域包括支援センター
TEL：098-889-3534

南風原町在宅介護支援センター
TEL：098-889-3502

南風原町役場 地域包括支援センター
TEL：098-889-3534

南風原町在宅介護支援センター
TEL：098-889-3502

　“介護について理解と認識を深め、介護従事者、介護サービス利用者及び介護家族を
支援するとともに、利用者、家族、介護従事者、それらを取り巻く地域社会における支え
合いや交流を促進する観点から、高齢者や障がい者などに対する介護に関し、国民への
啓発を重点的に実施するための日”として、「11月11日」を「介護の日」としています。

※厚生労働省HPより引用
　南風原町でも、「介護の日」にちなんでイベントなどを行います。また、介護等について
の理解と認識を深めるため、年に4回家族介護教室を実施したり、家族介護者の会（にじ
の会）では、毎月ゆんたくを兼ねた情報交換会を行っています。

お問い合わせ
日時：11月13日（金）～11月30日（月）
場所：イオン南風原店1F

ベスト電器側通路（イベントスペース後ろ）
内容：介護の日パネル展

日時：11月13日（金）～11月30日（月）
場所：イオン南風原店1F

ベスト電器側通路（イベントスペース後ろ）
内容：介護の日パネル展

　南風原町介護者の会『にじの会』は、在宅で安心して介護が続けられることを目的に、平成10年
12月17日に結成され、介護教室・交流会・ピクニックや宿泊研修（一泊）を実施し会員間の交流
を深めています。同じように在宅で介護されている方たちと知り合いになることで少しでも皆
さんから元気やヒントがもらえたら…という思いから、毎月第3水曜日の10：00～12：00なか
ゆくいの場として茶処「かなさ」をちむぐくる館にて開催しています。

11月11日は
介護の日

南風原町介護者の会　にじの会
年会費：1,

000円

お気軽にご参加ください♪

介護の日パネル
展

【お問い合わせ】 南風原町在宅介護支援センター （町社協内）
Tel. 098-889-3502 （担当：照屋・糸数）
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　私は１歳になる男の子の母です。私が子育
てをする上で1番大切にしていることは息子の
一つ一つの成長をそばで見守り、毎日笑って楽
しく育児をすることです。
　きっとこれらのことは当たり前のように聞
こえるかもしれませんが、私自身初めての子育
てに全てが不安だらけで、そばで寝ている息
子はちゃんと息をしているかな？この子の事
を何かあった時にしっかり守れるかな？など、
出産前はこういった感情を抱くことはありま
せんでしたが、無事に息子が生まれて来てくれ
た時に、楽しむ子育てとは裏腹に全てが不安
な状態からスタートした育児でした。
　しかし、私の不安をよそに毎日色んな表情

を見せてくれる我が子。そしてニ
コニコ微笑んでくれたり声を出
すようになったりと、１日１日息
子が成長している事をそばで見
ていたら、今まで抱いていた不
安が消え、常に笑って、楽しく子
育てをする事が出来るようになり
ました！
　私が日々楽しく子育てが出来ているのは息
子のおかげでもあり、周りの方々のおかげで
もあります。
　私の1日の終わりは寝ている息子に向かっ
て『今日も楽しい１日をありがとう。また明日
も楽しく過ごそうね』と伝えるのが日課です。
　いつかは手が離れて独り立ちする我が子。
そんな我が子との今しかないかけがえのない
時間を大切にし、今日も楽しく過ごしていきた
いと思います！

沖縄高速印刷株式会社
〒901-1111 沖縄県島尻郡南風原町字兼城577　TEL 098-889-5513　FAX 098-889-5527

イオン南風原店 様

町内ファミリーマート各店 様
（与那覇店・新川店・津嘉山バイパス店・津嘉山みなみ店・
一日橋店・山川店・しょうなん店）

食品

食品

壺やきいも専門店くり太郎様

新垣 誠 様

与古田 征男 様

匿名 様

焼きいも

素麺

きゅうり・おくら・モロヘイヤ

お米・パックジュース・おむつ・お野菜

寄　贈

その他、個人の方などから食品・生活用品・野菜の寄贈がありました。ありがとうございます。

匿名　様 一般寄附として 2,000円

寄　附

職 種

職 種

給 与

給 与

訪問介護計画書の作成、ヘルパー勤務シフトの調整・作成、介護サービス提供（身体介護・家事援助等）、
ケアマネージャー等関係者との連絡調整　他／資格：介護福祉士　

業務内容
及び資格

業務内容
及び資格

サービス提供責任者（常勤ヘルパー） （月給）190,000円～ ※賞与 有　※社会保険完備
※手当（主任・副主任手当 通勤手当）

ミニデイサービスのレク指導員及び進行／高齢者サロンの現揚に合わせた時間（月60時間程度）
8：30～16：30（月～金）　土・日・祝日休み

業務内容
及び資格

ミニデイサービスレクワーカー（パート）（時給）1,357円 ※通勤手当あり

地域福祉活動、他
※資格：社会福祉士又は精神保健福祉士（いずれか必須）／令和8年12月9日～令和9年3月31日（更新あり）

業務内容
及び資格

地域福祉係（臨時：産休代替） （時給）1,578円 ※社会保険完備

身体介護や生活援助等の訪問介護サービス業務／週25時間以内で、利用者のニーズに合わせた勤務
※週1日（1～2時間程度）から調整可能／資格：介護福祉士、実務者研修修了者、初任者研修終了者等（必須） ※経験不問

登録ヘルパー （時給）1,350円～1,650円 活動費：1件について
350円支給

職 員 募 集

【お問い合わせ】　南風原町社会福祉協議会　☎（098）889-3213（担当：赤嶺）

ご寄附・ご寄贈
ありがとうございました
令和8年9月１日～9月30日

今日も楽しい1日
字

つ     か    ざん 

津嘉山　M.Tさん
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